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当協会の業務運営につきましては、日頃からご支援、ご協力を頂きお礼申し上げます。

さて、標記のことについて、農林水産省消費・安全局動物衛生課長より通知がありまし

たのでお知らせします。

中国における小反甥獣疫の発生について
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公益社団法人日本動物用医薬品協会理事長殿

中国における小反郷獣疫の発生について

このことについて、別添のとおり各都道府県畜産主務部長宛てに通知しましたので、御

了知の上、円滑な防疫対策の実施につき御協力方お願いいたします。
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都道府県畜産主務部長殿

中国における小反傷獣疫の発生について

小反柵獣疫は、めん羊、山羊、鹿等が感染する致死性の伝染病であり、平成23年4

月1日の家畜伝染病予防法の」部改正により、家畜伝染病(対象動物はめん羊、山羊

及び鹿)に位置付けられて以降、.その防疫対応を強化しているところです。
中国政府から本年4月1,日に国際獣疫事務局(0 IE)に対して提出された報告に

よると、昨年末に小反価獣疫の発生が中国西端のカザフスタン国境付近で確認され、

その後、同国東側の沿岸部の吉林省、江蘇省、遼寧省まで発生地域が拡大しています。

本疾病の主な伝播経路はY感染動物の唾液等の分泌物や糞便等の排紲物の飛沫等に
直接接触することによる感染と考えられています。」方、感染動物の分泌物や排淮物

には、大量の本病ウイルスが含まれていることから、国内ヘの本病侵入防止の観点か

らは、渡航者等がこれらとの接触を忌避することや、発生国からの帰国者の衛生管理

区域(家畜伝染病予防法施行規則(昭和26年農林省令第35号)第21条の2第1号に規

定する衛生管理区域をいう。以下同じ。)への立入りの佑邨艮等が重要であると考えら

れます。

めん羊、山羊及び鹿を含む家畜飼養農場における飼養衛生管理の徹底にっいては、
「年末・年始及び春節における口蹄疫等に関する防疫対策の強化について」(平成25

年12月Ⅱ日付け25消安第盤71号農林水産省消費・安全局長通知)等により、.海外渡航

の自粛等及び飼養衛生管理基準の遵守等について、めん羊、山羊及び鹿の飼養者等ヘ
の指導をお願いしてきたところですが、上記の発生状況等を周知し、改めて防疫意識

の向上を図るとともに、海外渡航先での動物ヘの不必要な接触を避けることや、発生

国からの帰国者の衛生管理区域ヘの立入りを制限すること等、飼養衛生管理基準の遵
守等について、指導を徹底していただくようぉ願いします。
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農林水産省消費・安全局動物衛生課長

<農林水産省ホームページ:小反柵獣疫に関する情報>

UR L : http://WWW. m丑ff. go, JP/j/syouan/doue士/katiku_yobo/other_dise日Ses. h土ml

<農林水産省ホームページ:口蹄疫に関する情報>

U R L : http ://WW. maff. go. jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/Lfmd/index. html
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/1、反招獣疫(peste des petits ruminants)1こつし、て

対象家畜:鹿、めん羊、山羊
1.原因

Monone宮avi胎18S(目)paramyxowhlyヨe(手斗)paramyxoyo'hヨ6(豆E手斗)MorbiⅡivifus(^)

Peste-des-pet辻S-ruminantsviruS力ξ原因であり、本ウイルスは一本鎖のマイナスRNAウィル
スで、大きさは約150"m、エンベロープを保有する。

2.疫学
本病の発生地域は西アフり力に限定されていたが、近年では東、中央および西アフり力、中

近東、東アジアまで拡大している。感染動物の排池物の飛沫などに直接接触することで伝播

する。死亡率は非常に高いが、常在地域ではやや低い。

3.臨床症状
潜伏期は通常2~7日。40~41゜Cの高熱、食欲減退、沈畿などの後、流涙や鼻汁は最初水

様であるが後に膿様となる。口周囲および眼驗の粘膜は充血し、さらに、眼檢、口唇、口蓋、

歯飯、鼻粘膜、舌などの粘膜表面はチーズ様の物質で覆われ、壊死した細胞下層では廩燭

が見られる。発症後2~3日で下痢が見られ、軟便、水溶性、血液や粘膜組織を含んだ激しい
下痢と変化し、脱水症状で死亡する。また、肺炎の症状も伴う6症状を示した後7~8日で死

亡する例が多い。

4.病理学的変化
肺の赤色化,、消化管粘膜に出血性の変化(充出血、廩燭、潰癌)、結腸の線状出血など。

5.病原学的検査
ゲル内沈降法(牛疫との区別不可能)'モノクローナル抗体を用いた免疫組織化学染色(牛

疫との区別可能)、1mmunocaP加reELISA(牛疫との区別可能)、 RT-PCR(牛疫との区別可
能)、ウイルス分離など。

6.抗体検査
モノクローナル抗体を用いた競合ELISA、中和試験など。

一＼

フ.予防・治療
汚染国では、近年開発された弱毒生ワクチンを用し)る。以前は牛疫の血清と交差反応する

ことを利用し、培養細胞継代で弱毒したウィルスを用いた牛疫生ウクチンを用いていたが、
FA0による牛疫撲滅計画での抗体サーベイランスの妨げとなるため、現在は使用を禁止され

ている。清浄国においては、発生国からの家畜の輸入禁止と検疫・所における摘発が重要で
ある。侵入した場合は早期に摘発淘汰を行う。有効な治療法はない。

(出典.(独)農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究所hせPゾ/艸W.始ro.0仟m.即JP/0熔/"i加/d
i..0.._f.ct/k19.htmD

*:中国での発生状況を含む、世界の現在の状況については、別紙1及び2を参照。、なお、日本ではこれ

まで小反甥獣疫の発生はない。
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(参考)中国における小反鋼獣疫の発生状況(2013年12月~)
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